
平成27年度（第３回）宮城県道路メンテナンス会議

日時：平成28年1月14日

14:00～

場所：宮城県庁１Ｆ

みやぎ広報室

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

(1)道路メンテナンス年報（完成版）の紹介 資料 1-1

東北地方のデータ分析 資料 1-2

宮城県のデータ分析 資料 1-3

(2)平成26年度点検 早期又は緊急に措置すべき施設の対応状況

・判定Ⅳの今後の措置予定 資料 2-1

・判定Ⅲの今後の措置方針 資料 2-2

(3)平成27年度点検の進捗状況について 資料 3

(4)平成27年度点検 緊急措置状況（判定区分Ⅳ） 資料 4

(5)点検計画の見直し（案）について 資料 5

(6)鉄道事業者との協議状況等について 資料 6

(7)個別施設計画の策定について 資料 7

(8)地域一括発注について 資料 8

(9)その他（研修・パネル展開催状況） 資料 9

４．意見交換（非公開）

５．閉 会



【機密性２】 

 国土交通省 東北地方整備局 提供資料 

平成27年度 第３回  
宮城県道路メンテナンス会議 

20160114 

宮城県 国道４７号 鳴子トンネル 
Ｈ２６.１２ 撮影 

 



【機密性２】 資料１-１ 道路メンテナンス年報の概要 



【機密性２】 
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資料１-２ 道路メンテナンス年報のデータ分析（東北地方） 

最優先で点検すべき橋梁の判定区分Ⅲ、Ⅳの割合は、緊急輸送
道路を跨ぐ跨道橋が約14%、跨線橋が20％、緊急輸送道路を構
成する橋梁19%となっています。（橋梁全体16%） 
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図-1 点検実施状況（全体）【東北地方 全道路管理者】 

図-2 点検実施状況（最優先）【東北地方 全道路管理者】 図-5 点検結果（最優先）【東北地方 全道路管理者】 

図-3 点検結果（橋梁） 
【東北地方(国管理)】 

図-4 点検結果（橋梁） 
【東北地方(市町村管理)】 

平成２６年度において、橋梁は東北地方約7.4万橋のうち、約0.8万
橋の点検を実施しました。 

緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋、跨線橋、緊急輸送道路を構成する橋
梁について、それぞれの点検実施率は、約12％、約9％、約14％と
なっています。 

平成２６年度に点検を実施した橋梁のうち、緊急又は早期に修繕などの措
置を行う必要のある橋梁が、国は20%（132橋）、市町村では16％（677橋）と
なっています。 

【平成26年度の点検実施状況】 【平成26年度の点検結果】 



【機密性２】 資料１-２ 道路メンテナンス年報のデータ分析（東北地方） 

図-１ 【東北地方(国管理)】 図-２ 【東北地方(市町村管理)】 

【参考】判定区分と建設経過年度（橋梁） 



【機密性２】 
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最優先で点検すべき橋梁の判定区分Ⅲ、Ⅳの割合は、緊急輸送
道路を跨ぐ跨道橋が約5%、跨線橋が0％、緊急輸送道路を構成す
る橋梁16%となっています。（橋梁全体14%） 

平成２６年度において、橋梁は宮城県約1.3万橋のうち、約0.2万橋
の点検を実施しました。 

緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋、跨線橋、緊急輸送道路を構成する橋
梁について、それぞれの点検実施率は、約14％、約11％、約11％
となっています。 

平成２６年度に点検を実施した橋梁のうち、緊急又は早期に修繕などの措
置を行う必要のある橋梁が、国は23%（17橋）、市町村では14％（218橋）と
なっています。 

【平成26年度の点検実施状況】 【平成26年度の点検結果】 
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資料１-３ 道路メンテナンス年報のデータ分析（宮城県） 

図-1 点検実施状況（全体）【宮城県内 全道路管理者】 

図-12 点検実施状況（最優先）【宮城県内 全道路管理者】 図-5 点検結果（最優先）【宮城県内 全道路管理者】 

図-3 点検結果（橋梁） 
【宮城県(国管理)】 

図-4 点検結果（橋梁） 
【宮城県(市町村管理)】 



【機密性２】 

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 今後の予定 

宮城県 
馬籠橋 市道上野旧県道線 1963 主桁・床版の剥離・鉄筋露出、下部構造の剥離 

現在、通行止め 
撤去予定だが、時期未定 気仙沼市 

宮城県 
川内沢橋 市道笠島中道線 1983 主桁のひびわれ、剥離、鉄筋露出 

現在、通行規制（片側） 
平成28年度修繕予定 名取市 

宮城県 
七日町１号橋 市道第一小前線 1919 主桁のひびわれ 

現在、通行止め 
平成28年度修繕予定 大崎市 

宮城県 
上野地北橋 町道下新道上野地線 1966 顕著な橋台の傾斜 平成27年1月撤去完了 

亘理町 

宮城県 
南中橋 町道吉田浜南線 1990 主桁の消失、直角方向のずれ 平成27年6月撤去完了 

亘理町 

平成26年度の判定区分Ⅳの構造物リストの今後の予定（宮城県） 

区分 状態 

Ⅰ  健全 構造物の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ  予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態 

Ⅲ  早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

Ⅳ  緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態 

＜判定区分Ⅳのリスト＞ 

○橋梁 

○ 平成26年度の判定区分Ⅳの橋梁は5施設あり、2施設は撤去完了、2施設は平成28年度に修繕を予定、
残り1施設は通行止めを継続して実施 

資料２-１ 



【機密性２】 平成26年度の判定区分Ⅲの今後の措置方針 （宮城県） 資料2-2 

メンテナンスサイクル 

診断 

記録 

点検 措置 
・補修 
・経過観察 
・通行規制 
 など 

反映 充実 

長寿命化修繕計画 
（個別施設計画） 

  橋梁 トンネル 道路附属物等 

 国土交通省  17  1  0 

 高速道路会社  5  0  1 

 県  16  4  0 

 市町村  213  1  1 

 合計  251  6  2 

宮城県 平成２６年度管理者別（判定区分Ⅲ）診断結果数 

  
緊急輸送道路
を跨ぐ跨道橋 

跨線橋 
緊急輸送道路を
構成する橋梁 

 国土交通省  1  0  17 

 高速道路会社  0  0  5 

 県  1  0  10 

 市町村  0  0  2 

 合計  2  0  34 

○ 橋梁、トンネル等の判定区分Ⅲの施設については、次回点検までに修繕することを基本 
○ 優先すべき橋梁（緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋、跨線橋、緊急輸送道路を構成する橋梁）の判定区分Ⅲ

の施設については、優先して修繕を実施 



【機密性２】 

管理者 管理施設数 
H27計画 
見直し前 

  

点検実施率 診断実施率 H27計画 
見直し後 

  

うち点検済 
うち診断済 

                

国 803 122 122 119 2 98% 2% 

高速 571 38 51 42 0 82% 0% 

宮城県 1,792 262 458 212 57 46% 12% 

市町村計 10,040 2,001 2,238 1,613 36 72% 2% 

合計 13,174 2,423 2,869 1,986 95 69% 3% 

資料３ 平成27年度点検進捗状況 橋梁 （宮城県） 

平成２７年１２月末時点 



【機密性２】 平成27年度点検の判定区分Ⅳの構造物リスト（宮城県） 

○ 判定区分Ⅳの施設は、現時点で該当施設無し(平成２７年１２月末時点） 

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 

＜判定区分Ⅳのリスト＞ 

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 

○道路附属物等 

○トンネル 

区分 状態 

Ⅰ  健全 構造物の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ  予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態 

Ⅲ  早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

Ⅳ  緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態 

※判定区分 

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容 

＜判定区分Ⅳのリスト＞ 

○橋梁 

判定区分Ⅳ該当施設なし 

資料４ 

判定区分Ⅳ該当施設なし 

判定区分Ⅳ該当施設なし 



【機密性２】 

＜５年間の点検計画＞ 

（見直し前） （見直し後（案）） 

＜最優先で点検すべき橋梁の点検計画＞ 

※暫定版であり、今後の進捗等により変動する可能性有り 

資料５ 点検計画見直し（案） （東北全体） 全道路管理者 
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【機密性２】 

＜５年間の点検計画＞ 

（見直し前） （見直し後（案）） 

＜最優先で点検すべき橋梁の点検計画＞ 

※暫定版であり、今後の進捗等により変動する可能性有り 

資料５ 点検計画見直し（案） （宮城県） 全道路管理者 
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【機密性２】  平成２７年度 鉄道事業者との協議状況等について(宮城県） 資料6 

＜平成27年度の跨線橋協議状況および点検実施状況＞   

 
管理者 

 
H27 

点検計画 

 
協議 
完了 

 
点検状況 

 
診断状況 

完了 
 

点検予定 
（H28.3末まで） 

 

完了 診断予定 
（H28.3末まで） 

国土交通省 １４ １４ １４ ０ ０ １４ 

高速道路会社 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

宮城県・道路公社 １１ １１ １１ ０ ０ １１ 

市町村（政令市含む） ４ ４ ３ １ ０ ４ 

合計 ２９ ２９ ２８ １ ０ ２９ 

平成２７年１２月末時点 



資料７ 



【機密性２】 資料７ 



防災・安全交付金 社会資本整備総合交付金交付要綱  

 交付要綱附属第２編 交付対象事業の要件 p.357 

３．改築（老朽化対策を主たる目的として行う更新事業に限る。）及び修繕に関す
る事業については、次に掲げる要件のいずれにも該当するものであること。 

 
① 地方公共団体において「インフラ長寿命化計画（行動計画）」を策定している

こと。 
ただし、平成29 年度以降の措置とする。 

 
② 橋梁、トンネル及び大型の構造物（横断歩道橋、門型標識、シェッド等）に係

る事業にあっては、道路法施行規則第４条の５の２の規定に基づく、近接目視
による定期点検・診断等を実施し、その診断結果が公表されている施設であっ
て、「長寿命化修繕計画（個別施設計画）」に基づくものであること。 
ただし、橋梁（橋長15ｍ以上のものに限る。）にあっては平成29 年度以降の

措置とし、橋梁（橋長15ｍ未満のものに限る。）、トンネル及び大型の構造物
（横断歩道橋、門型標識、シェッド等）にあっては平成33 年度以降の措置とす
る。 

資料７ 



【機密性２】  地域一括発注の進捗状況（宮城県） 

○希望する市町村が，公益社団法人宮城県建設センターにマネジメント業務および点検業務を一括発注
を行うことにより，定期点検５項目の発注・点検・診断の一連のメンテナンスサイクルを構築。 

＜地域一括発注による平成27年度の点検実施と平成28年度の点検計画＞ 

資料８  

【イメージ図】 

・定期点検５項目の点検、診断、措置、記録、長寿

命化計画策定、データ保管等について、建設セン
ターが一括してトータルマネジメントを行うもの。 
 

【業務スケジュール（予定）】 

・第一四半期に契約し，現地踏査結果・点検状況を 
 勘案し，１０月までに次年度要望額を確認。 

 

建設センターが自ら点検し、 
市町村のメンテナンスサイクルを一括で受け持つ 

Ａ市 Ｂ町 Ｃ村 

建設センターが自ら点検 

市町村毎にセンターに委託 

②
委
託
契
約
手
続
き 

（５
～
６
月
） 

①
交
付
決
定 

（４
月
） 

③
現
地
踏
査
・一
部
再
委
託 

（７
～
８
月
） 

④
本
調
査
・デ
ー
タ
入
力 （９

～ 
 

月
） 

１１ 

⑤
調
書
作
成
・修
繕
計
画
更
新 

（  

～
１
月
） 

１２ 

⑥
報
告
書
作
成 

（２
～
３
月
） 

平成28年度 
○参加２６市町村 予定  
○定期点検（道路橋とトンネルについて調整中）  
 
 
 

平成27年度 
○参加２２市町村 
○１２月２８日時点で２２市町村が契約済
み。 
○定期点検（道路橋１，７９０橋、大型カ
ルバート１基、歩道橋１橋） 
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